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｜
例
会
抄
録
一

力
添
え
で
県
立
博
物
館
に
保
存
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。
新
旧
の

石
碑
が
沖
縄
の
医
療
史
の
足
跡
を
刻
む
と
共
に
、
後
進
の
者
の
道
し
る

べ
・
励
み
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

演
者
は
平
成
三
年
一
月
の
例
会
に
お
い
て
、
〃
横
浜
医
学
史
細
見
〃
と

題
し
て
、
基
本
的
な
課
題
で
あ
る
の
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
問
題
に
つ

い
て
述
べ
た
。

そ
の
中
で
、
松
山
不
苦
庵
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
非
常
に
不
十
分
で

あ
っ
た
（
日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
七
巻
三
号
一
二
九
頁
）
の
で
、
今
回
そ
の

後
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

一
、
不
苦
庵
と
よ
く
混
同
さ
れ
る
松
山
棟
庵
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、

明
治
六
年
の
自
筆
履
歴
書
に
よ
る
の
が
最
も
正
確
で
あ
る
が
、
こ
の
写

真
が
「
図
説
・
慶
応
義
塾
百
年
小
史
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
と
云
う
も

の
塾
、
こ
の
本
は
一
般
的
で
な
い
の
で
今
回
、
神
谷
昭
典
著
『
日
本
近

※
表
１
．
図
２
．
図
３
の
資
料
は
「
沖
縄
医
生
教
習
所
碑
再
建
記
念
誌
」
よ

り
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

検
梅
医
・
松
山
不
苦
庵
の
足
跡

中
西
淳

朗

代
医
学
の
定
立
」
と
「
慶
応
義
塾
百
年
史
・
上
巻
』
を
必
読
文
献
に
加

え
た
。一

、
不
苦
庵
が
提
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
経
歴
書
弓
神
奈
川
県
史
料
．

第
八
巻
』
）
を
改
め
て
通
覧
す
る
と
、
彼
の
旧
所
属
は
館
林
藩
と
な
っ
て

お
り
『
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
」
等
に
記
さ
れ
て
い
る
前
橋
藩
で
は
な

い
点
が
疑
点
を
生
む
。
そ
し
て
最
近
ま
で
読
み
落
し
て
い
た
項
に
、
彼

の
ま
た
の
名
が
藤
原
義
定
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
館
林
市
図
書
館
に
〃
松
山
氏
と
い
う
藩
医
″
の
調
査
を
依
頼

し
た
が
、
松
山
氏
は
足
軽
に
一
名
を
数
え
る
の
み
だ
と
の
返
答
を
う
け

た
。

一
、
松
山
不
苦
庵
の
経
歴
に
補
足
す
べ
き
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
再
調
査
し
た
と
こ
ろ
新
た
に
次
の
三
点
を
発
見
し
た
。

イ
、
実
地
試
験
合
格
の
件
、
「
横
浜
市
史
・
資
料
編
二
十
』
任
免
報
告

類
第
七
条
に
、
左
記
の
如
き
〃
海
軍
医
官
の
証
書
″
が
収
載
さ
れ
て
い

た
。

「
拙
者
共
今
日
病
院
二
於
テ
医
術
試
ノ
タ
メ
病
婦
ヲ
験
査
為
致
候
処

医
師
ニ
ウ
ト
ン
（
ｚ
①
言
８
己
氏
留
守
中
代
勤
ト
シ
テ
松
山
不
苦
庵
適
当

致
候
此
段
証
明
致
候
以
上

千
八
百
七
年
第
十
月
六
日

英
海
軍
医
官
ヘ
ン
リ
ー
ハ
ッ
ド
ウ
ヲ

（
函
①
目
ご
函
四
巳
○
言
）

合
衆
国
海
軍
医
官
助
役

セ
ー
ア
ー
ル
ト
ラ
イ
オ
ン
」

こ
の
証
言
に
つ
づ
い
て
不
苦
庵
の
昇
進
催
促
状
も
あ
り
、
さ
ら
に
辞
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令
の
写
も
の
っ
て
い
る
。

「
ニ
ー
ト
ン
帰
港
迄
ノ
処
病
院
医
長
相
勤
可
申
事

庚
午
九
月
廿
六
日
御
達
二
成
」

即
ち
、
明
治
三
年
秋
は
、
’
－
１
－
ト
ン
は
長
崎
仮
病
院
運
営
の
た
め

横
浜
不
在
の
こ
と
多
く
、
そ
の
た
め
の
不
苦
庵
受
験
で
あ
っ
た
。

ロ
、
病
院
医
師
松
山
某
ヲ
兵
庫
病
院
へ
差
遣
度
儀
「
ニ
ウ
ト
ン
」
氏

ヨ
リ
申
立
書
並
返
書

不
苦
庵
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
代
診
医
師
に
合
格
し
た
こ
と
を
好
機
と
と

ら
え
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
長
崎
、
横
浜
、
兵
庫
の
三
港
検
梅
を
英
医
派
で

独
占
し
よ
う
と
し
た
が
、
神
奈
川
県
か
ら
〃
差
支
筋
出
来
″
承
知
出
来

な
い
旨
の
返
事
と
な
っ
た
。
（
明
細
は
『
神
奈
川
県
史
料
第
五
巻
交
際
編
』

明
治
三
年
二
三
○
頁
）

ハ
、
海
軍
病
院
移
籍
の
件

ニ
ュ
ー
ト
ン
は
兵
庫
の
梅
毒
病
院
設
立
構
想
も
破
れ
、
長
崎
仮
病
院

の
運
営
も
不
満
の
中
、
明
治
四
年
五
月
廿
四
日
長
崎
で
死
亡
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
松
山
不
苦
庵
は
院
内
で
孤
立
し
た
ら
し
く
、
同
年
六
月
初
、

芝
・
魚
藍
坂
西
側
に
新
設
の
海
軍
病
院
へ
移
籍
を
申
し
出
た
ら
し
い
。

こ
れ
を
示
唆
す
る
文
書
の
写
が
防
衛
研
究
所
図
書
館
に
残
っ
て
い
た
。

（
明
治
四
年
公
文
類
纂
十
二
’
三
六
、
一
七
四
’
一
七
七
丁
）

口
語
体
で
略
記
す
る
。

六
月
四
日
、
前
橋
藩
よ
り
兵
部
省
へ

お
呼
出
の
松
山
冨
久
庵
は
一
両
日
の
処
病
気
で
今
日
出
頭
出
来
ま

せ
ん
。

六
月
五
日
、
前
橋
藩
よ
り
兵
部
省
へ

昨
日
ご
返
事
申
上
げ
ま
し
た
が
、
当
藩
の
冨
久
庵
は
神
奈
川
県
出

向
の
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。

六
月
某
日
、
神
奈
川
県
よ
り
兵
部
省
へ

英
国
医
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
病
没
し
ま
し
て
梅
毒
病
院
は
無
人
で
す
の

で
、
不
苦
庵
が
海
軍
病
院
へ
移
っ
て
は
困
り
ま
す
。
お
断
り
し
ま

す
。
、

六
月
十
日
、
兵
部
省
よ
り
海
軍
病
院
へ

神
奈
川
県
へ
掛
合
い
ま
し
た
が
、
別
紙
の
様
に
断
ら
れ
ま
し
た
の

で
ご
通
知
し
ま
す
。

以
上
の
様
に
、
明
治
四
年
頃
は
前
橋
藩
の
溜
池
上
邸
で
は
名
前
だ
け

は
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
存
在
に
な
っ
て
い
る
が
、
仮
病
訂
正
の
指
示

を
す
る
人
物
も
い
た
。
や
は
り
不
苦
庵
は
前
橋
藩
（
旧
川
越
藩
）
の
藩
医

で
あ
っ
た
。
館
林
藩
は
詐
称
で
あ
ろ
う
。

一
、
右
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
白
土
竜
峯
編
『
今
世
医
家
人
名
録
西
の

部
・
文
政
三
年
』
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
川
越
藩
々
医
で
本
道
、
外
科
、

徽
瘡
を
診
る
、
松
山
良
庵
を
見
出
し
た
。
定
府
藩
医
で
あ
る
。

そ
こ
で
川
越
市
立
図
書
館
を
訪
問
し
、
松
平
家
文
書
巳
給
帳
、
天
保

十
二
年
松
平
斉
典
家
中
分
限
帳
、
松
平
家
文
書
子
給
帳
を
閲
覧
さ
せ
て

い
た
図
き
、
良
庵
と
別
の
系
と
考
え
ら
れ
る
藩
医
松
山
氏
（
寿
軒
、
涛
林
）

を
見
出
し
た
が
、
い
ず
れ
も
不
苦
庵
と
の
関
係
は
未
だ
見
出
し
て
い
な

い
○

一
、
松
山
不
苦
庵
は
、
明
治
四
年
八
月
廿
六
日
、
大
阪
府
へ
御
用
有

之
出
張
と
い
っ
て
横
浜
を
去
っ
て
い
っ
た
が
、
本
当
に
大
阪
へ
行
っ
た

か
が
疑
問
で
あ
っ
た
。
今
井
忠
宗
著
「
我
国
検
徽
駆
徽
の
端
緒
（
千
葉
医
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恵
誌
、
大
正
四
年
五
月
）
』
の
三
八
三
頁
に
、
〃
明
治
十
二
年
頃
ま
で
大
阪

府
病
院
の
梅
毒
科
長
と
し
て
、
松
山
義
定
と
名
の
り
勤
め
た
り
〃
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
見
出
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
八
年
五
月
発
刊
さ
れ
た
須
田
菊
二
著
『
松
島
遊
廓
沿

革
誌
全
』
（
非
売
品
）
の
二
十
二
頁
に
、
〃
駆
梅
院
が
初
め
て
出
来
、
横

浜
か
ら
松
山
不
苦
庵
（
義
定
）
が
院
長
と
し
て
赴
任
し
た
〃
と
記
さ
れ
て

い
る
。
氏
名
を
あ
げ
た
文
献
は
こ
れ
以
外
に
存
在
し
な
い
よ
う
で
、
こ

れ
で
や
っ
と
不
苦
庵
が
大
阪
の
松
島
遊
廓
内
に
作
ら
れ
た
駆
梅
院
（
須

田
氏
の
著
書
に
図
あ
り
）
に
赴
任
し
た
こ
と
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
不
苦
庵
の
出
生
、
死
亡
の
年
も
な
お
不
明
で
あ
る
。

（
平
成
十
一
年
十
月
例
会
）

中
西
淳
朗

今
回
報
告
し
た
古
写
本
の
題
策
は
、
長
崎
の
吉
雄
先
生
の
秘
伝
と
読

む
よ
う
で
、
内
容
は
梅
毒
治
療
の
処
方
集
で
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
に

入
手
し
た
。

大
き
さ
は
縦
二
四
・
○
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
八
セ
ン
チ
。
和
紙
二
十

丁
四
○
頁
の
ヒ
モ
綴
本
で
あ
る
。

何
時
書
き
写
し
た
か
は
「
後
が
き
」
で
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
文
政

七
年
申
と
あ
る
の
で
一
八
二
四
年
で
あ
る
。
本
文
の
書
き
手
は
不
明
で

あ
る
が
、
字
は
下
手
で
誤
字
も
多
く
専
門
医
師
と
は
思
え
な
い
。

古
写
本
「
長
崎
吉
雄
先
生
秘
伝
」
に
つ
い
て

こ
の
写
本
を
買
っ
た
人
は
第
一
頁
に
サ
イ
ン
を
し
て
お
り
、
出
羽
庄

内
鶴
ヶ
岡
七
日
町
の
佐
藤
茂
七
と
読
め
る
。
入
手
し
た
の
は
天
保
八
年

即
ち
、
一
八
三
七
年
で
酉
年
の
三
月
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
サ
イ
ン
の

脇
に
売
り
主
の
印
が
押
し
て
あ
り
、
同
じ
鶴
ヶ
岡
七
日
町
の
三
国
屋
と

い
う
商
人
で
あ
る
。
商
印
は
丸
に
一
引
竜
紋
と
な
っ
て
お
り
上
州
の
出

身
を
想
像
せ
し
め
る
。

こ
の
他
、
表
紙
ウ
ラ
に
日
下
部
竹
蔵
と
い
う
人
の
サ
イ
ン
が
あ
り
、

第
二
頁
の
〃
天
保
九
年
二
月
夜
″
と
い
う
記
入
が
、
竹
蔵
の
書
体
と
似テ

イ
－

て
い
る
・
鶴
岡
に
は
幕
末
に
日
下
部
姓
の
医
師
が
断
罪
さ
れ
て
い
る
（
丁

ポ
ウ卯

の
大
獄
）
の
で
、
そ
の
一
族
か
も
知
れ
な
い
。

佐
藤
茂
七
は
実
在
の
人
と
考
え
ら
れ
、
天
保
十
年
の
七
日
町
絵
図
面

に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
七
日
町
を
東
西
に
貫
く
道
は
藩

政
時
代
か
ら
の
旧
道
で
、
そ
の
左
右
に
は
羽
黒
山
へ
参
詣
す
る
人
々
の

た
め
の
宿
屋
が
散
在
し
て
い
た
。
文
政
八
年
の
人
別
帳
に
よ
れ
ば
宿
屋

の
う
ち
、
旅
篭
屋
十
五
軒
に
対
し
、
飯
盛
女
を
お
く
下
旅
篭
屋
が
二
五

軒
も
あ
り
、
飯
盛
女
は
一
○
六
人
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
幕
末
ま

で
続
い
て
い
る
。
茂
七
は
塗
師
で
あ
る
が
、
ど
う
や
ら
下
旅
篭
屋
の
知

り
合
い
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
天
保
十
年
の
こ
の
町

で
は
や
っ
と
町
医
一
名
を
数
え
る
の
み
で
あ
っ
た
点
を
考
え
る
と
、
非

公
認
女
郎
に
蔭
で
薬
情
報
の
仲
立
ち
を
す
る
人
間
が
い
て
も
お
か
し
く

は
な
い
。
茂
七
は
そ
ん
な
男
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
古
写
本
の
タ
イ
ト
ル
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
長
崎
の
吉
雄

耕
牛
一
門
の
流
儀
が
見
出
せ
る
と
考
え
た
。
今
か
ら
一
五
○
年
以
上
前

の
梅
毒
治
療
の
極
め
つ
け
、
ズ
ブ
リ
マ
ー
ト
・
昇
耒
が
出
て
こ
な
く
て


